
（別紙３）

～ 令和7年2月15日

（対象者数） 22 （回答者数）
20

～ 令和7年1月15日

（対象者数） 6 （回答者数）
6

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1
アプローチの際の支援技術の向上にむけての研

修、OJT等

2 左記の継続等

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1
対応可能であれば家族だよりの継続と新たにアプ

リの活用等

2
事業所懇親会、モニタリング時の情報交換時以外

にも様子伺いを含めたご連絡等

3
言葉に出来ない子どもへさらなる目配りや保護者

との情報共有等

活動プログラム

プログラムは2本柱（平日用と長期休暇・学休日

用）としており、そのどちらでも5領域にアプロー

チがができるようにしている

○事業所名 放課後等デイサービスのびのびの木

○保護者評価実施期間
令和7年1月25日

○保護者評価有効回答数

○従業者評価実施期間
令和6年12月25日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
令和7年2月18日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

保護者サポート
事業所内相談の活用、きめ細かい経過観察や関係諸

機関との連携等

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

取り組みに関する保護者への情報発信 発信受信の行き違い、不備等

保護者サポート 意思疎通の機会不足等

満足度
子どもの行き渋りがあるようであれば、要因の分析

と細やかな対応

事業所における自己評価総括表公表


